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仙台支所復興だより

震災遺構荒浜小学校にて震災当時校長の川村ガイド・仙
台市防災環境都市推進室高野室長から震災の伝承と避
難場所としての機能について説明を受ける

七ヶ浜町笹山地区にて寺澤七ヶ浜町長から被災・復興状況に
ついての説明、鈴木区長と地域活動の成果について意見交換

復興大臣の動き

塩釜水産物仲卸市場にて佐藤塩竈市長から水産業についての
説明後、坂本理事長・ブリッジプロジェクト今野代表と現状
と課題などについて意見交換

村井知事から要望書が手交される

利府まち・ひと・しごと創造ステーション（tsumiki）にて熊
谷利府町長から町の被災・復興状況についての説明後、ス
タッフと意見交換

6月16日に西銘恒三郎復興大臣が、村井嘉浩知事を表敬訪問。知事から要望書が手交され、意見交換を行い「復興庁一丸で要望を受け
止め、全力で対応したい」と述べました。
その後現地視察のため、塩竈市、利府町、七ヶ浜町、多賀城市、仙台市を訪門し、復興の進捗について現地視察及び関係者との意見交

換を行いました。地元選出議員にも同行いただきました。これで東日本大震災の県内被災沿岸の15市町すべて訪問したしたことになりま
す。大臣は宮城県訪問の最後に行われた記者会見で「インフラは整ってきているが、生活支援やなりわいの再生、地域の活性化などは引
き続き残された課題。震災の教訓を伝承していくことも重要だ」と述べました。

さんみらい多賀城にて深谷多賀城市長からコンセプトや立地
協定等の説明後、団地内企業の(株)松島蒲鉾本舗 朱社長と
協定に基づく対応について意見交換



須田女川町長の案内で女川中心地
区・震災遺構旧女川交番を視察

齊藤石巻市長の案内で震災遺構
門脇小学校を視察

【編集後記】

政務官の動き

山田名取市長の案内でかわまちて
らす閖上と、北釜防災公園を視察

小山東松島副市長より矢本海浜緑地
の復興状況について説明を受ける

気仙沼市のお伊勢浜海水浴場、石巻市の十八成浜海水浴場、東松
島市の野蒜海水浴場、亘理町の荒浜海水浴場は東日本大震災後12
年ぶりのオープンとなります。

６月13日宗清皇一復興大臣政務官は、石巻市、女川町、東松島市、名取市を訪問し、復興の進捗状況について現場視察及び関係者と
の意見交換を行いました。「改めて津波火災の恐ろしさ、避難の重要性を認識するとともに、まちづくりによる復興の希望を強く感じ
ました。インフラ整備等が進む中、心のケア、移転元地の活用等の課題が残っており、担当政務官として少しでもお役に立てるよう頑
張ります」と述べました。

気仙沼市
・小田の浜海水浴場(7/16～8/21)
・お伊勢浜海水浴場(7/16～8/21)
・大谷海水浴場 (7/16～8/21)
・小泉海水浴場 (7/16～8/21)

南三陸町
・サンオーレそではま海水浴場(7/16～8/21)

石巻市
・白浜海水浴場 (7/23～8/21)
・網地白浜海水浴場(7/22～8/21)
・十八成浜海水浴場(7/16～8/21)
・渡波海水浴場 (7/23～8/21)

東松島市
・野蒜海水浴場(7/20～8/21)
・月浜海水浴場(7/16～8/21)

塩竈市
・桂島海水浴場(7/23～8/16)

七ヶ浜町
・菖蒲田浜海水浴場(7/16～8/21)

亘理町
・荒浜海水浴場(7/16～8/14)

塩竈市:桂島海水浴場

７月１日冨樫博之復興副大臣は、宮城復興局で開催された県市長会要望の場で大崎市、気仙沼市、富谷市、名取市、東松島市各市長か
ら要望を受け「被災地の心のケア、コミュニティーの形成、なりわいの再生などソフト面に関して残された課題がある。地域の実情を踏
まえ、きめ細かく対応する」と述べました。
意見交換終了後に、気仙沼市の蔵内防潮堤・気仙沼市復興祈念公園の現場視察及び関係者との意見交換を行いました。

副大臣の動き

宮城復興局で県市長会の要望書を受け取る 設計を見直し防潮堤と国道を一体化した経緯に
ついて菅原市長より説明を受ける

気仙沼市復興祈念公園にて黙礼後、菅原市
長より復興状況について説明を受ける

◇今回は政務視察のほか、県内の14海水浴場の開設情報を掲載しております。大震災後初めてあるいはコロナ禍で３年ぶりの開設となる海水浴場、
船で行く離島の海水浴場などバラエティーにも富んでおり、多くの海水浴客でにぎわうことでしょう。
◇今年の海の日は７月18日、３連休になりますので基本的な感染症対策を徹底した上で、少し遠出して食べて、遊んで、微力ながら被災地を応援
した気分になりたいと思います。みなさんも出かけましょう。（支所次長 齋藤）

県担当者の案内でみやぎ東日本大
震災津波伝承館を視察

鈴木代表よりデ・リーフデ北上の
事業成果について説明を受ける
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